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こころの健康を通して、だれもが安心して暮らせる社会をつくります。



『ナーシング・スター』を『日精看ニュース』として
刷新。日精看版ラダー、倫理、診療報酬改定、学
術集会、精神科認定看護師制度など、日精看が取
り組む重点テーマや、精神科看護職が理解しておく
べき重要トピックス、よりよい実践を支える知見を、
豊富な連載を中心にお届けします。全国の仲間もた
くさん登場します。世代や職位を問わず、だれでも
読みやすいフルカラーの情報誌です。毎月22日は『日
精看ニュース』の日。職場や自宅やカフェでゆっくり
ご覧ください。

「ふと気になったら書き留める」「読み直すと新しい発見があ
る」。1年間ずっと使える冊子です。ふだんから手元に置いて、
くり返しご活用ください。掲載のQRコードから『日精看オン
ライン』にすぐアクセスできます。

成長を支える学びの情報を詰め込
んだ保存版。日精看版ラダーで自
分に合った研修会を選べます。

常に携帯できるポケットサイズ。倫
理的感受性を高めるための「モヤ
モヤMEMO」付いてます。

日精看スタディガイド
2022

精神科看護職の倫理綱領と
モヤモヤMEMO

日精看ニュース

日精看ブックレット

MAGAZINE

BOOKLET

「
日
精
看
メ
デ
ィ
ア
」強
化
中
！

コーヒーでひと息つきながら

思いついたらとりあえずメモ

FEATURE

「日精看メディア」とは、
日精看発行の印刷物やイ
ンターネット媒体の総称
です。精神科看護の最新
情報や全国の仲間の実践
にふれ、日々の看護にぜ
ひお役立てください。

窪田 澄夫（くぼた・すみお）
日本精神科看護協会 
業務執行理事
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精神科看護に関するさまざまな情報を、いつでもど
こでも手軽に得られる「情報プラットフォーム」をめ
ざして、2022年 4月からホームページを『日精看
オンライン』としてリニューアル。厚生労働省からの
案内や資料、災害・感染対策の情報面でのサポート、
看護管理に欠かせない情報、ダウンロードできる様
式やツールなど、随時アップしていきます。研修会や
学術集会をはじめとした日精看の各事業の詳細もご
確認いただけます。スマートフォンでもグッと利用し
やすくなりました。

LINEや Facebook、メールマガジンで、最新情報をイチ早く
お届けします。『精神科看護管理ニュース』や YouTubeの日
精看チャンネルもたいへん好評です。すべて『日精看オンライン』
でカンタンに登録できます。

日精看オンラインWEBSITE

SOCIAL ACCOUNT 日精看ソーシャルアカウント

メール
マガジン

精神科訪問
看護 LINE

精神科看護
管理ニュース

公式
Facebook

YouTube
チャンネル

公式 LINE

会員専用ページは資料いろいろ

仕事帰りにスマホでチェック

jpna.jp
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昨年度改正した精神科看護職の倫理綱領の理解が深められる内
容です。ここでは倫理指針 1～ 7についての解説と、「精神科看護
職の倫理綱領とモヤモヤMEMO」の活用についてお伝えします。

昨年度改正した精神科看護職の倫理綱領の理解が深められる内
容です。ここでは倫理指針 8～ 12についての解説と、「精神科看
護職の倫理綱領とモヤモヤＭＥＭＯ」の活用についてお伝えします。

精神科医療の歴史と諸外国の精神医療改革を参考に、現在の
精神保健医療福祉に求められていることを考えます。精神科看護
の初心者にもベテランにも役立つ内容です。

患者の人権を尊重し、安全で安心できる精神科医療・看護が提
供できるように、精神保健福祉法を正しく理解します。精神科看
護を始めるにあたって押さえておきたいポイントが学べます。

精神科看護職の倫理綱領解説①

精神科看護職の倫理綱領解説②

精神科医療の歴史

精神保健福祉法の基礎知識

【オンデマンド】90分
【配信期間】5/10（火）～ 2023/3/10（金）
【 受 講 料 】会員 1,650円（非会員 2,475円）

【オンデマンド】90分
【配信期間】5/10（火）～ 2023/3/10（金）
【 受 講 料 】会員 1,650円（非会員 2,475円）

【オンデマンド】90分
【配信期間】5/10（火）～ 2023/3/10（金）
【 受 講 料 】会員 1,650円（非会員 2,475円）

【オンデマンド】90分
【配信期間】5/10（火）～ 2023/3/10（金）
【 受 講 料 】会員 1,650円（非会員 2,475円）

日精看版ラダーの詳細は、
「日精看スタディガイド
2022」に掲載しています。

密
着
！  

日
精
看
版
ラ
ダ
ー
導
入
へ
の

第
8
回

い
ま
ま
で
の
道
の
り
を
振
り
返
る

石
橋
病
院
（
北
海
道
）
副
看
護
部
長
の
岩
代
純
さ
ん
の
提
案
で
始
ま
っ
た
院
内
へ
の
ラ
ダ
ー
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
を
、

い
ま
ま
で
7
回
に
わ
た
っ
て
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
簡
単
に
お
さ
ら
い
し
ま
す
。

院内教育や人材育成に課題を感じていた教育担
当の岩代さん。「現状の打開にクリニカルラダー（以
下、ラダー）が役立つのでは？」と考え、導入を
意識しはじめました。

ラダーを少しずつ学んでいくと、ラダー導入の魅力
だけでなく、不安や疑問が出てきました。これらの
思いをみんなで共有すること、また導入するのであ
ればみんなが納得できる導入の目的が必要なこと
が明らかになってきました。

看護部長はラダーの導入について「精神科看護職
の成長の道筋が見え、成長してきた過程が実感で
きる」「成長を支援する方法としても有効」と考え
ており、ラダーの導入を後押しする姿勢を示してく
れました。

石橋病院の「クリニカルラダー導入の目的」を明
確化しました。「導入の目的」を明文化しておくと、
導入の過程や導入後に迷ったり、方向性を見失
いそうになったときの拠り所になります。

ワーキンググループを立ち上げ、誰がどのような準
備をするのかについて、役割を分担しました。

いつから導入するのかを検討し、導入後の運用を
イメージしながら準備計画を立てました。運用後を
イメージするために、書籍やすでに導入している施
設の話を参考にしました。

ラダー導入の要になる師長・主任と院内教育や人
材育成の課題を共有し、ラダーの紹介と学習の機
会をもちました。

日精看版ラダー導入のきっかけ

師長・主任の思いを知る

ラダー導入の思いを師長・主任に伝える

クリニカルラダー導入までの計画を立てる

⇩
詳
細
は
日
精
看
オ
ン
ラ
イ
ン
で

石橋病院のクリニカルラダー導入の目的

ラダー導入に向けたワーキンググループの構成

日精看版ラダーの導入について 
提案を受けた看護部長の思い

看護職の自己洞察・自己活用B6 ● 自分が対象者に対して個人的な感情を抱いたときに、他者に相
談できる。
● 対象者とのかかわりや、他者からの指摘・助言を得て、自己の
実践を振り返り、できていることとできていないことがわかる。ま
た、できていないことを課題としてとらえることができる。

● 対象者に対する自分の感情反応に気づくことができ、助言を得
ながら適切な対処ができる。
● 自ら自己の実践を振り返り、意味づけたり、他者の助けを借りて、
課題を明確にし、次の実践に活かせる。また、自己の役割につ
いても意識して振り返り、その結果を自己の行動に取り入れるこ
とができる。

●看護の実践として自身の感情を適切に表現することができる。
●自身の強みや弱みを理解でき、強みを看護に活かすことができる。
● 自己の実践や役割について、他者を活用して、自己の行動や実
践の根拠を確認したり、自己の反応について振り返ることができ
る。また、その結果を自己の行動変容につなげることができる。

● 自身のかかわりを自己洞察して、俯瞰的に状況をみる力をつけ看
護に活かすことができる。
● 自己の実践の根拠や自己の反応の意味について、自ら他者の意見
を求めて振り返ることができる。その結果を言語化して他者と共有
しながら、自己の行動変容につなげることができる。

●自己理解のうえで自己への信頼を高め、看護に活かすことができる。
● 日 の々実践のなかで起こる自己や他者の反応を敏感に、客観的に
捉えて振り返り、意味づけ・言語化できる。また、意味づけられ
た実践をより適切な看護に発展させ、自らがロールモデルとなり行
動できる。

フィジカルアセスメント

アセスメント

精神面のアセスメント

B5

B3

B4

● 対象者の現在のセルフケアレベルを把握し、セルフケア不足が生
じた要因について考えることができる。

● 対象者の発言、行動、表情などから、精神症状がどの程度生
活に影響しているか、なぜそのような言動になっているのかを考
えることができる。
● 対象者の普段の様子を把握でき、普段と異なる状態があったと
き、それに気づいて報告ができる。

● 対象者のセルフケア不足の要因を、病気や治療の経過と併せて
アセスメントし、疾病や生活への認識を確認しながら日常生活
上の留意点や介入の優先順位を判断できる。

● 必要性を意識して継続観察を行い、対象者の精神機能の評価
に加えて自我機能もアセスメントすることができる。
● 対象者の精神症状の悪化を身体疾患の要因も含めてアセスメン
トすることができる。

● 対象者のセルフケア不足の要因を分析し、本人の現状の受けと
めや希望を確認したうえで、個々にあった生活についてアセスメ
ントし、介入方法とタイミングを判断することができる。

● 対象者とかかわりながら精神状態をアセスメントし、対象者と共
に、個別的で希望を支えられるようなケアプランを作成できる。
また、それらを対象者・家族に説明できる。

● セルフケア不足の要因を多角的に分析し、対象者の苦痛と成長
発達との関連をアセスメントし、いくつかの介入方法を見出し、
介入のタイミングを判断することができる。

● 複雑なニーズに対応するために、現在の精神状態に影響を与え
ている要因を多角的にアセスメントすることができる。

● 日常生活を営むうえでのセルフケア不足だけでなく健康的な力も
見出したうえで、対象者の真のニーズをアセスメントし、先を予
測しながら見通しをもって今必要なケアを判断できる。

● 対象者の回復に影響を与えている精神的な要因をアセスメント
し、対象者の意思決定や責任を負う機会をつくるなどの充実し
た看護を展開できる。

● 対象者のバイタルサインを正確に測定・判断し、その他の観察
やデータに基づき、正常・異常を判断し、報告できる。

● 自立して基本的なフィジカルアセスメントができる。
● 対象者の観察および検査データなどから、抗精神病薬や精神科
治療に伴う身体的な異常も見逃さず、報告ができる。

● 抗精神病薬や精神科治療による身体への影響を予測し、的確な
フィジカルアセスメントと身体的な看護を行うことができる。

● フィジカルアセスメントにより、身体的な状態をモニターし、状況
や優先度をアセスメントし、チームとして適切に対応することがで
きる。

● フィジカルアセスメントにより、対象者の身体状態の悪化を予測し、
切迫した状況下において優先度を判断し、リーダーとしてメンバー
を指導しながら適切に対応できる。
● 精神的、身体的に重篤な症状があっても、根拠を持って必要な
看護ケアを実践できる。

記録、計画立案B7 ●精神面・身体面に関して得た情報を整理し、記録できる。
●看護過程の基本をふまえて看護計画の立案ができる。

● 看護の経過のなかで把握した情報から、対象者の希望をふまえ
てアセスメントした内容を記録し、看護計画を立案することがで
きる。

● 個別的なニーズにあった目標を対象者と共有し、看護計画を立
案することができる。また、情報開示も意識した記録ができる。

● 現状だけでなく、先を見越した対象のニーズに対応する看護計画
を立案し、対象者と共有したうえで看護チームに周知することがで
きる。また、情報開示を意識した記録の指導ができる。

● 対象者のニーズと個別性を踏まえ、精神症状と付き合いながら過ご
せるよう対象者と共に看護計画を立案し多職種とも共有できる。ま
た、記録類を監査し指導できる。

精神科看護職のクリニカルラダー（日精看版ラダー）

到達目標

到達段階

関係構築

看護倫理

情報収集

【目標】ニーズを把握する力

【目標】関係性を構築する力

A1

A2

B1

A

B

看
護
実
践
能
力

看
護
実
践
能
力

レベルⅠ レベルⅡ レベルⅢ レベルⅣ レベルⅤ

● 基本的な看護手順に従い、必要に応じて助言を得ながら、安全
に看護を実践できる。
●部署のマニュアルを活用し、看護を実践できる。
●自己の教育的課題を発見し、主体的に学習できる。
● 社会人として、組織の一員であることを理解し、職場のメンバー
としての役割を全うできる。

● 看護職の倫理的行動について理解し、対象者の権利を尊重した
看護の必要性を理解できる。

● 倫理的視点を意識して看護実践できる。また、看護場面において、
倫理的なジレンマに気づき、それを言語化し、相談できる。

● 看護場面での倫理的ジレンマや問題に対して常にアンテナを立
て、察知したこととその理由を言語化し、他者と共有、意見交
換することができる。

● 些細と思える倫理的問題に対しても、それを顕在化し、互いの
価値観を尊重しながら、十分話し合い、チームで合意形成する
ことができる。

● 倫理的問題に対してリーダーシップを発揮して解決に向けた行動
ができる。メンバーに対して、倫理的課題解決のための指導・
支援ができる。

対象者に関心を向け、対象者の視線や表情、雰囲気、態度から
相手の思いを察知し、工夫しながら関係性をつくることができる。

● 普段のかかわりの場面から、対象者のペースを尊重し、脅かさ
ずに一緒に過ごすことができる。
● 対象者の訴えを否定せずに聴き、対象者の体験を理解しながら、
あるがままを受け入れることができる。

● 対象者の反応や言動を観察し、基本的ニーズにかかわるセルフケ
ア要素の情報を得ることができる。

● 対象者の疾患による症状や障害の程度をみながら現在の困りごと
や辛さ、孤独と付き合い、安全を保つ能力にかかわる情報を得る
ことができる。

● 対象者と対象者をとりまく人 か々ら、発達課題、疾患、治療に対
する思い、生活上の不自由さ、それらに対する希望について情報
を得ることができる。

● 対象者や対象者をとりまく人々から希望をひき出し、多職種が有
する情報も含め、情報を得ることができる。

● 対象者と対象者をとりまく人々の生活について、多角的に情報を
得て、整理し、表面化していない真のニーズに関する情報を意図
的に得ることができる。

対象者の言葉や行動などから日々のニーズを考えることができる。 対象者の過去から現在までの状況を理解したうえで、日常生活上
のニーズを中心にとらえることができる。

対象者および対象者をとりまく人々の個別的なニーズをとらえるこ
とができる。

対象者および対象者をとりまく人々のニーズを、QOLを意識して
多角的にとらえることができる。

医療チームと連携し、対象者および対象者をとりまく人々の真の
ニーズをとらえることができる。

● 対象者と対象者をとりまく人々に関心を示し続け、その背景や状
況をふまえ、両者を尊重しつつ、看護職として何とかしたいとい
う思いでかかわることができる。
● 対象者の年齢や状況、疾患の特徴に応じて、かかわるタイミン
グをはかり、対象者を尊重して対話ができる。

● 対象者と対象者をとりまく人々のできていることや、わずかな変
化に気づくことができる。
● 対象者に肯定的にフィードバックをしたり、意図的に気にかけて
いることなどを伝えることができる。
● 看護職自身が感情や行動を振り返る機会をもち、分け隔てなく
かかわることができる。

● 複雑な状況下にある対象者と対象者をとりまく人々のために何か
できないかを常に考えながら、相互に目標を共有し、実施・評価
する際に対象者らの参加を促し、かかわりを続けることができる。
● どのような状況にあろうとも、対象者自身の気持ちや困っているこ
とを表出できるように、根気強くかかわることができる。
●表出されたことについて意見を交わし、相互に理解することができる。

● 複雑な状況下にある対象者と対象者をとりまく人 と々の関係形成
のプロセスをアセスメントし、対象者と看護職の相互作用によって
自律に向けた関係性を築き、かかわりを続けることができる。
● 対象者の状態をみながら段階的にアプローチし、対象者が自己を
理解し、自己決定ができるようにかかわることができる。

●根拠のある判断、看護実践ができる。
● 対象者の希望をふまえ、看護計画に基づいて、自立して看護を
実践できる。
●自己の教育的課題達成に向けた教育活動を展開することができる。
● 判断に迷うときは、自ら他者に相談し、メンバーシップを発揮し
て看護を展開できる。
●対象者とのかかわりのなかで自身の課題を明らかにすることができる。
● 所属施設の理念や方針を理解し、組織の一員として、自覚ある
行動ができる。
●コスト意識を持つことができる。

受容的、支持的な態度でかかわり、対象者から信頼してもらえる
関係性をつくることができる。

●対象者の個別性を理解し、状況に応じた看護を実践できる。
● 自身の課題を克服しようと取り組み、自身の強み、弱みを意識し
て、自身の持ち味を活かした看護ができる。
● 自己の教育活動に積極的に取り組むことができ、指導的役割も
意識して行動することができる。
● 組織の一員として、効果的かつ効率的に業務を行えるよう、メン
バーや多職種と協働できる。
●所属施設や部署の目標達成に取り組むことができる。

対象者の対人関係能力が高められるよう、看護職自身の抱いた疑
問や異和感、感情を意図的に利用することができる。

● 全人的に対象者をとらえ、幅広い視野と予測的な判断をもって、
対象者中心の看護を実践できる。
● 対象者の満足度を高めるために、チーム全体の動きを把握し、
リーダーシップを発揮した行動ができる。
●医療全体を理解するために、広い視野で必要な知識を獲得できる。
● 精神科医療の現状をふまえて、自分の役割を理解して、業務が
効果的かつ経済的に効率よく行えるようスタッフに指導的にかか
わることができる。
● 所属施設や部署の理念と方針をふまえて自己の役割を考え、主
体的に行動できる。

複雑な状況下にある対象者らと、相互にゴールを共有し、協働を
意識した関係性を築くことができる。

● より複雑で対応困難な状況において、最良な手段を選択し、対
象者の満足度、QOLを高められるよう高度な看護を実践できる。
● 役割モデルを意識しながら指導にあたり、現状にとどまらず、対
象者のために看護を追求し続ける姿勢を持ち、創造的な看護実
践を行うとともに、多職種と協働できる。
● 対象者を尊重できる看護職の育成に携わり、広い視野で教育的
な役割をとることができる。
● 精神科医療の現状および所属施設の理念や部門の目標を理解
し、積極的に職場の改革に参画し、看護の質向上のために変
革的な行動ができる。

複雑な状況下にある対象者らと、自律に向けた関係性を深めるこ
とができる。

価値観や信条B2 ● 対象者の趣味や好きなこと、大切にしているものや習慣、気がか
りや関心などの情報を得て、対象者の価値観や信条を知る手が
かりを得ることができる。

● 日常のかかわりのなかから、生活習慣や家族背景、病状に関す
る思い、将来の希望や不安に関する情報を得て、対象者の価
値観や信条について理解できる。

● 意図的なコミュニケーションにより、対象者の価値観、信念、
信条、および生き方についての希望を理解できる。

● 対象者の感情表出を促すコミュニケーションを実践し、QOLにか
かわる思いを理解し、その思いの実現に向けた対応を見出すこと
ができる。

● 対象者の社会面や精神面の課題が多様で、複雑な状況において
も、多職種と協働し、対象者のQOLが高められるように介入す
ることができる。

1/3

 第1回

 第4回

 第5回

 第7回

 第6回

 第2回

 第3回
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相原法子（あいはら・のりこ）
日本精神科看護協会
教育企画部長（教育担当）

次回は「ラダーに関する
Q＆A」の予定です。ご
期待ください！

研修会

道
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新たな連載を
始めます

吉川隆博（きっかわ・たかひろ）
日本精神科看護協会 会長
東海大学医学部看護学科 教授
（神奈川県）

2021年 9月に会員のみなさんにお届
けしたポケットサイズのメモ帳です。

　医療機関における倫理的な課題とは、個
人の課題ではなくチームや組織全体の課題
です。私がそのことを強く実感したのは、精
神科病院で働きながら看護師資格を取得し
た時期でした。当時の看護職の考え方や行
動は、精神科病院ならではという、いわゆる
「組織風土」の影響が大きかったと思うよう
になりました。ただし、病棟や病院内で声を
あげることは容易ではありませんでした。そ
れでもあきらめず、自分自身が長年かけて取
り組むことのテーマとして、「倫理」を位置
づけてきました。
　私は、倫理的なモヤモヤ（気がかり）は、「自
分への問い」だと思っています。日常業務の
なかでモヤモヤを意識することが大切で、そ

れが倫理的課題の改善に向けた出発点にな
ります。
　ただし、モヤモヤとした自分の感覚も、日
常業務をこなすなかで、時間とともに薄れて
いくことがあります。モヤモヤを書き留めてお
く習慣こそが、倫理的課題への取り組みに
つながります。同じようにモヤモヤを抱いて
いる人が必ずいます。医療安全の課題と同
様に、倫理的な課題がまったくない医療機
関は存在しないと思います。一人で抱え込ま
ず、みんなで考えることができる環境を一緒
につくっていきましょう。来月号からは、毎回
「精神科看護職の倫理綱領」の倫理指針
をテーマに、「モヤモヤMEMO」に書かれ
た出来事やジレンマから考えていきます。　

　第 2回精神科看護 CONGRESS（6/24～ 25開催）
において、身体的拘束について「精神科看護職がめざす方
向性」を議論し、社会に公表する予定です。それに向けて、
多くの会員のみなさんと身体的拘束について率直に語りあう
「プレフォーラム」をオンラインで開催しています。3/4（金）
には 2回目のプレフォーラムを開催しました。参加した会員
からの「身体的拘束をなくすために、看護職の『不安』を
解消する必要がある」という思いを共有し、さまざまな施設
の看護職と意見交換ができました。
　次回は看護者以外の職種に参加していただき、身体的
拘束についてどのように考えているのか、他職種からの意見
を聞いて一緒に取り組めることを考えたいと思います。
　3回目のプレフォーラムは、4/22（金）を予定しています。

　今年度は、「精神科看護実践の場に根づく倫理カンファ
レンスの実践」（No.18）、「倫理研修の組み立て方と実践」
（No.20）など、さらに内容の濃い集合研修（東京：4～
5日間）も企画しています。「日精看スタディガイド2022」
P.20をご覧のうえ、ふるってご参加ください。

　第 47回日本精神科看護学術集会中に開催される第 2
回精神科看護 CONGRESS（コングレス）では、倫理をテー
マにしたプログラムを行います。ぜひご参加ください。

【日 程】6/24（金）〈 70分間〉
【テーマ】倫理的な組織文化の醸成
【演 者】中薗明子（日本精神科看護協会 業務執行理事、公益財団法 

 人慈愛会谷山病院）
 後藤悌嘉（長崎県精神医療センター、精神科認定看護師）
【座長】東　美奈子（日本精神科看護協会 副会長）

1 2

3

モヤモヤMEMOで考える倫理指針

みんなで語りあおう 現場の倫理

身体的拘束プレフォーラム開催中 倫理に関する研修会のお知らせ

精神科看護 CONGRESSにご参加ください！
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2022 年度
診療報酬改定を読む

　診療報酬改定で精神医療に係る項目は、
主に「地域移行・地域生活支援の充実を含
む質の高い精神医療の評価」に示されてい
ます。2020年度の診療報酬改定では、「質
の高い入院医療」「精神病棟における地域移
行の推進」「地域移行・地域定着に資する
継続的・包括的な支援」「適切な精神科在
宅医療の推進」といった評価が特徴的でし
た。今回の改定ではそれに加え、救急医療
体制整備の充実と、入院治療から外来・在
宅療養まで切れ目のない継続した支援に関す
る項目がより具体的に評価されています。ま
た、精神医療の実情と治療的な課題に照ら
し合わせて、摂食障害や児童・思春期に関

　精神科救急医療体制の適切な整備を推進する観点か
ら精神科救急入院料が見直され、「精神科救急急性期
医療入院料」という名称に変更しました。この改定の特
徴は、入院期間に応じた３区分の評価に見直されるとと
もに、救急医療体制整備を充実させる観点から、新設の
「精神科救急医療体制加算」、既設の「精神科急性期
医師配置加算」の 3層で同時算定できる仕組みになって
いることです。
　精神科救急医療体制整備は、各地域の実情に応じた
体制の整備が求められます。集中的な治療を担う救急・
急性期医療の病棟に要件が付け加えられて、さらに適正
な救急医療体制が整備されることについては期待したいと
ころではあります。一方で地域によっては、この 3層構造
を同時算定することが難しいと判断される医療機関がある
ことも予想されます。今回の診療報酬改定が精神科救急
医療の充実をめざしたものになっているのかどうか、今後
も注視していきたいと思います。

　2020年度の診療報酬改定では、「精神科在宅患者支
援管理料」の区分にあった「重症患者等以外」が廃止され、
地域の医療にニーズをさらにくみ取ることができると期待し
ていた多くの在宅医療・看護関係者は落胆したことでしょ
う。特に引きこもりの人たちの状況は重症度だけで測れる
ものではなく、個別性が高いため、まずは手を伸ばすこと
が必要だからです。精神障害にも対応した地域包括ケアシ
ステムの構築にも逆行しているものだったと感じています。
　今回の改定では、在宅において継続的な精神医療の提
供が必要な者に対して適切な医療を提供する観点から、あ
らためて要件の見直しが行われ、引きこもり状態にある患
者や精神疾患の未治療者、医療中断者等が対象に加わり
ました。現制度では地域の実情に応じた活動を展開する
だけの仕組みは整っていませんが、訪問看護が担える役割
はまだまだあります。次号では精神科在宅患者支援管理
料を取り上げて、具体的な活動方法について解説する予
定です。

する対象者年齢や治療期間などが見直され
ていることも、本改定の特徴といえます。
　診療報酬改定の目的には、政策誘導的
なねらいもありますから、今後も「精神障害
にも対応した地域包括ケアシステム構築の
推進」等に向けたさまざまな改定が検討さ
れることでしょう。診療報酬は看護職にとっ
ても非常に身近な制度です。「国民に身近
であって安心・安全な医療の実現のために」
「看護の質を継続的に担保するために」「看
護職にとって働きやすい環境を整備するため
に」、日精看はこれからも精神科看護にとっ
て必要かつ適切な診療報酬の確保を国へ提
言していきます。

精
神
医
療
に
か
か
わ
る

改
定
の
特
徴

注
目
の
改
定
項
目

救急医療体制整備を充実するための見直し 改定項目から見る精神科訪問看護の役割

草地仁史（くさち・ひとし）
日本精神科看護協会
業務執行理事（東京都）

西舘　均（にしだて・ひとし）
日本精神科看護協会 業務執行理事
一般財団法人岩手済生医会三田記念病院
総看護師長（岩手県）

東　美奈子（あずま・みなこ）
日本精神科看護協会 副会長
訪問看護 花の森（山口県）
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新コラムが始まります

共催セミナー お菓子や軽食を食べながら学べます！

　新型コロナウイルス感染症の流行により、ここ3回の学術集会はオ
ンラインで行ってきましたが、今回は現地とオンデマンドによるハイブ
リッドで開催します。現地に来られない方々の研究等の発表は、音声
入りのパワーポイントを再生して皆様に見ていただく予定です。現地で
も、オンデマンドでも、学びの多い学術集会になるよう準備を進めてお
ります。皆様の参加を心よりお待ちしています！

【会期】2022/6/24（金）～ 25（土）
【場所】  沖縄コンベンションセンター（沖縄県宜野湾市真志喜 4丁目 3-1）

【申込受付期間】 
● 事前参加申込：2022/4/1（金）～ 5/20（金）
● オンデマンドのみの参加申込 ：2022 /4 / 1（金）～ 8 / 21（日）
【参加費】
● 現地参加（オンデマンドの視聴も含む）　
 〈事前申込〉会員＝ 13,200円（税込）／非会員＝ 24,200円（税込）
 〈当日申込〉会員＝ 15,400円（税込）／非会員＝ 26,400円（税込）
● オンデマンド配信のみの参加　※配信期間：2022/7/ 1（金）～ 8/31（水）

   会員＝ 13,200円（税込）／非会員＝ 24,200円（税込）

  ソクラテス問答法を体験しよう
伊関　敏男／東京家政大学健康科学部看護学科

「語ろう！！多様な背景を持つ新人看護師教育について考える」
高田　康代／公益財団法人積善会曽我病院

見過ごすな、その変化！ 防げ急変！～いつでもできる INARS 
井口　千春／医療法人社団健仁会船橋北病院

WRAP体験クラス 
小成　祐介／ NPO法人レインボーネット

精神科病院における「JNAラダー」の導入、活用
浅川　佳則／医療法人長尾会ねや川サナトリウム

精神に病をもつ人の看取り、「どういきたい」をどう支援するか
田代　誠／神奈川工科大学

リカバリーと病気の自己管理：IMR
中村　正子／公益財団法人復康会鷹岡病院

がんを合併した精神疾患患者の看護を語ろう
荒井　春生／京都光華女子大学健康科学部看護学科

　突然ですが、みなさん、研究は好きですか？「大好きです、生きがいで
す！」って即答できる人よりも、「ああ、ついに研究を担当することになっ
てしまった……」と、消極的な人のほうが多いのではないでしょうか。ま
してや、このコロナ禍で「研究どころではない」という人も多いと思います。
　でもね、研究って私たちが提供している看護の質を上げるためには必
要不可欠なものなんです。「そうはいっても、正直わからないことが多すぎ
る」、そんな思いを抱いているみなさんが少しでも前向きに研究に取り組め
るように、毎月ちょっとずつお話をしていきたいと思います。お楽しみに！

木戸芳史（きど・よしふみ）
浜松医科大学医学部看護学科 教授
（静岡県）日本精神科看護協会 理事

一般演題 Bの企画が決定しました

ストレングスモデルを身に着けよう！with笑抱の会　
藪田　歩／訪問看護ステーションみのり横浜

精神科認定看護師の実践報告から学ぶ沖縄から全国へ繋ぐ看護の力
花田　政之／医療法人白日会黒川病院

【イーエヌ大塚製薬株式会社】
摂食嚥下障害の評価と訓練の実際
演者：戸原　玄
（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
医歯学系専攻老化制御学講座、摂食嚥下リハ
ビリテーション学分野 教授）

【大塚製薬株式会社】
精神科救急病棟における統合失調症の治療
演者：平安良雄
（医療法人へいあん平安病院 法人統括院長・臨床研修
センター長、横浜市立大学 名誉教授）

【中央法規出版株式会社】
看護計画からコプロダクション計画へ
～新時代の精神看護を支えるキーコンセプト～

演者：木戸芳史
（浜松医科大学医学部看護学科 教授）

ワークショップ

交流セミナー

＊企画代表者のお名前・所属を掲載

⇨詳細は日精看オンラインで

＃0  

看護研究
ウォーミングアップ

第 47回 日本精神科看護学術集会はハイブリッド開催

み ん な の
学 術 集 会

＃
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はじめて更新しました！
2021年度の更新審査に合格した方の中から、2人の声を紹介します。

患者さんの希望や思いに寄り添い、看
護スタッフや他職種とともに成長できる
精神科認定看護師をめざします。

看護実践をもとにその専門性を発揮し、
組織や地域のニーズに対応できる精神
科認定看護師をめざします。

夢や希望を大切に、その人らしい生活
が送れるよう、リカバリーを支援してい
きます。

誰からも気兼ねなく声をかけていただ
けるような精神科認定看護師をめざし
ます。

ひとに寄り添い、「好循環」を起こせる
精神科認定看護師をめざして、院内を
駆けまわります！

生きづらさを抱えた方と共生するため
に、あらゆる地域資源と協働することを
めざします 。

利用者さんとご家族の訪問活動からの
学びをスタッフに伝達し、寄り添いつづ
ける看護の意味をスタッフとともに考え
ています。スタッフの思いや視点から学
ぶことも多く、基本を大切にしながら、
日々、取り組んでいます。 

この 5年間、「正しい精神疾患の知識
の普及」と「精神科看護とは何かを追
求する」ことを意識しました。看護師
が発する言葉・行動を、看護にできる
かどうかは、その看護師次第だと考え
ます。今後も精神科看護発展の一翼を
担うつもりで、尽力していきます。

佐藤宣子（さとう・のりこ）
岩手県：岩手県立一戸病院

前岡真平（まえおか・しんぺい）
大阪府：医療法人好寿会美原病院

堺　聖友士（さかい・みゅうじ）
富山県：高岡市民病院

半谷修一郎（はんがい・しゅういちろう）
福島県：公益財団法人星総合病院星ヶ丘病院

寺田鈴子（てらだ・すずこ）
佐賀県：独立行政法人国立病院機構肥前精神
医療センター

豊本玲子（とよもと・れいこ）
福岡県：訪問看護ステーションあいてらす太宰府

井口菊代（いぐち・きくよ）
東京都：訪問看護ステーション芦花 大谷勇生（おおたに・ゆうき）

京都府：医療法人栄仁会宇治おうばく病院

精神科認定看護師を
めざす方のための説明会

精神科認定看護師をめざす方や精神科認定看護
師の養成を考えている看護管理者の方を対象に、
精神科認定看護師制度に関する説明会を開催し
ます。資格取得に関心のある方はお気軽にご参加
ください。詳細は協会ホームページをご覧ください。

【日　　時】7月 13日（水）
【開催方法】ライブ配信（Zoomを使用）
【申込方法】 協会ホームページの「研修会のご案内」

から「精神科認定看護師」と検索して、
お申し込みください。

【参  加  費】無料
【主な内容】 制度の概要、精神科認定看護師実践

報告、精神科認定看護師の活用など

精
神
科
認
定
看
護
師
制
度

Certified Expert  Psychiatric Nurse

2022年 3月 15日に精神科認定看護師の合格発表があり、全国の精神科認定看護師は 863名になりました。
今回の合格者のなかから6名の声を紹介します。

59名の精神科認定看護師が誕生しました！
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精神科認定看護師等による
精神科外来相談が算定可能に！
～療養生活継続支援加算が新設～

　2022年度診療報酬改定において、「療養生活継続支援加算」
が新設されました。これは、精神疾患患者の地域定着を推進す
る観点から、精神科外来への通院及び重点的な支援を要する
患者に対して、多職種による包括的支援マネジメントに基づく相
談・支援等を実施した場合について、新たに評価を行うものです。
　この施設基準に、「精神科等の経験を３年以上有し、精神看
護関連領域に係る適切な研修を修了した者であること」と明記
されています。通院精神療法を算定している患者に対して、精
神科認定看護師が精神科外来で相談・支援等を実施した場合
に算定することができます。
　そのほか、「精神科リエゾンチーム加算」、「認知症ケア加算」
に精神科認定看護師が算定要件に含まれています。こちらにつ
きましては、協会ホームページの精神科認定看護師のページに
詳細を掲載していますので、ぜひご参照ください。

2022年度特定行為研修　
開講見送りのお知らせ

精神科認定看護師制度 
改正のお知らせ

　2022年度より特定行為研修を開講するため、出
願者を募集いたしましたが、当協会として事業を実
施するための定員に達しませんでした。新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大が断続的に続いている現
状では、出願者数の確保の見通しが立たないため、
2022年度の特定行為研修の開講は難しいと判断
し、開講を見送ることといたしました。
　2022年度の特定行為研修の開講見送りに伴いま

　2023年度の精神科認定看護師制度改正では、
特定行為研修の共通科目を取り入れ、自施設で実習
を行う方向で検討していました。しかし、会員の皆様か
ら「自施設で実習ができない場合に、他の施設で実
習をしたい」というご要望が多く寄せられ、新カリキュ
ラムや実習の方法など見直しを行うことになりました。

して、2023年度以降の特定行為研修の運営につい
ても、見直すこととなりました。『日精看スタディガイド
2022』でお知らせいたしました特定行為研修制度説
明会につきましても、見送りとさせていただきます。
　今後の特定行為研修の運営等につきましては、決
まり次第、協会ホームページやSNSでお知らせいた
します。何卒、ご理解くださいますよう、よろしくお願
いいたします。

そのため、2023年度の制度改正については延期と
させていただきます。制度改正の時期については、あ
らためて会員の皆様に今年度内にお知らせいたします。
　より多くの会員の皆様にご活用いただける認定制度
となるよう検討いたしますので、何卒、ご理解くださ
いますよう、よろしくお願いいたします。
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精神疾患患者の地域定着を推進する観点から、精神科外
来への通院及び重点的な支援を要する患者に対して、多職
種による包括的支援マネジメントに基づく相談・支援等を実
施した場合について、新たな評価を行う。

通院精神療法を算定する患者であって、重点的な支援を
要するものに対して、精神科を担当する医師の指示の下、
看護師又は精神保健福祉士が、当該患者が地域生活を継
続するための面接及び関係機関との連絡調整を行った場
合に算定。（1年を限度）

(1) 専任の看護師又は専任の精神保健福祉士が 1名以
上勤務していること。
(2)対象患者の数は 1人につき80人以下であること。また、
患者の一覧を作成していること。
(3)当該看護師については、精神科等の経験を３年以上有
し、精神看護関連領域に係る適切な研修を修了した者で
あること。

出典：https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/000905285.pdfを基に作成

基本的な考え方

療養生活継続支援加算

算定要件

施設基準（一部抜粋）
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Certified Expert  Psychiatric Nurse
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これが自慢！ 全国発 日精看支部紹介 栃木県支部 449人
今月の支部： 会員数：

お問い合わせ先／お客様相談室（フリーコール）0120-410840

千葉、東京での営業担当、横浜
営業所長などを経て、2021年よ
り本社営業部副部長に就任。日
精看の研修会場で就労支援とし
てコーヒーサービスの立ち上げに
も携わった。

支
部
長
の
自
己
紹
介
＆

支
部
長
と
し
て
の
心
が
け
は
？

  

栃
木
県
さ
く
ら
市
の
氏
家
病
院
に
看

護
補
助
者
と
し
て
就
職
し
、
看
護
師
資

格
を
取
っ
て
40
年
に
な
り
ま
す
。
支
部

長
歴
は
10
年
を
超
え
ま
し
た
。

　

趣
味
は
音
楽
（
ド
ラ
ム
と
音
響
技
師
）

で
、
宇
都
宮
市
内
の
バ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
で

活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
活
動
で
き
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、

コ
ー
ヒ
ー
好
き
が
高
じ
て
自
分
で
豆
を
焙

煎
し
て
お
り
、
院
内
イ
ベ
ン
ト
で
患
者
様

に
振
る
舞
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
「
親
し
み
や
す
さ
」。
卓
越
し
た
知

識
や
技
術
を
備
え
て
颯
爽
と
し
た
看
護

師
は
実
に
魅
力
的
で
素
晴
ら
し
い
で
す

が
、私
が
好
き
で
め
ざ
し
た
い
の
は
「
患

者
様
が
声
を
か
け
や
す
い
、
明
る
い
笑

顔
の
看
護
師
」
で
す
。
こ
れ
は
声
を
大

に
し
て
言
い
た
い
で
す
。

栃
木
県
支
部
が
大
切
に
し
て
い
る

ポ
リ
シ
ー
や
強
み
は
？

　

私
が
支
部
長
と
し
て
大
切
に
し
て
い

る
の
は
「
会
員
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
」

で
す
。
協
会
活
動
で
顔
を
合
わ
せ
て
情

報
交
換
し
、
看
護
師
同
士
が
ウ
ィ
ン

ウ
ィ
ン
の
関
係
に
な
れ
る
よ
う
な
関
係

性
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
、「
職
員
が
楽
し
く
な

け
れ
ば
、
患
者
さ
ん
も
楽
し
く
な
い
」

で
す
。何
に
お
い
て
も
明
る
く
楽
し
く
、

患
者
さ
ん
を
先
導
で
き
る
心
の
ゆ
と
り

を
も
つ
こ
と
で
、信
頼
関
係
を
構
築
し
、

安
心
し
た
療
養
生
活
を
提
供
で
き
る
は

ず
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
知
識
と
経
験
が
不
可

欠
で
す
し
、
相
談
相
手
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
先
輩
後
輩
の
垣
根
な
く
相
談

し
あ
え
る
関
係
性
を
育
め
る
場
と
し

て
、
協
会
活
動
が
一
助
に
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

栃
木
県
支
部
主
催
の
研
修
会
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど

　

毎
年
7
月
に
開
催
す
る
「
こ
こ
ろ
の

日
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
宇
都
宮
市
保

健
所
と
協
賛
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

の
一
角
で
音
楽
あ
り
、
作
業
療
法
体
験

や
心
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
あ
り
の
楽
し
い

1
日
を
企
画
し
て
い
ま
す
（
2
0
2
2

年
度
は
開
催
未
定
）。
5
月
28
日（
土
）

に
開
催
予
定
の
精
神
保
健
福
祉
研
修

（
看
護
補
助
者
研
修
）
で
は
、
私
が
講

師
を
務
め
ま
す
。
他
県
か
ら
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
精

神
科
の
基
礎
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
県
内
限
定
に
な
り
ま
す
が
、

秋
に
は
「
C
V
P
P
P
ト
レ
ー
ナ
ー
養

成
講
座
」
や
、
宝
塚
市
立
病
院
、
武
藤

先
生
を
講
師
に
迎
え
、「
メ
ン
タ
ル
・

ス
テ
ー
タ
ス
・
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

研
修
」
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
他
科
に

誇
れ
る
精
神
科
看
護
の
技
術
を
学
ぶ
機

会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

なんと言っても生産量日本一のイチゴが自慢です。「スカイベリー」は大粒でジューシー！「とちあいか」は酸味のバランスよく切り口がハート形になります。
定番の「とちおとめは加工から生食までオールマイティ。お菓子やカレーなど、イチゴを材料とした様々な加工品もおすすめです。

お話／
鈴木太支部長 
医療法人誠之会氏家病院

栃木県
おすすめ情報

日精看会員の皆さま、こんにちは。東洋羽毛工業株式会社営業部
の土屋智由と申します。当社は来年で 70周年を迎える羽毛ふとん
の専門メーカーです。創業当初より看護職の皆さまとのご縁をいた
だき、「眠り」を通じてお力になれるようにとさまざまな取り組みを
重ねてまいりました。このコーナーでは、創業から受け継がれる私
どもの思いや歴史、貴協会とのつながりについてご紹介していきま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

東洋羽毛  P r e s e n t s

新連載が始まります！　
～日精看と東洋羽毛の物語～

東洋羽毛は看護職に
寄り添います

vol.1
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日精看 しごとをつくろうプロジェクトに
ご参加ください !

しごつく版「アンファミエ」
最新カタログで

お買い物をするだけ !

「日精看 しごとをつくろうプロジェクト（しごつく）」は、2013年 11月に発足した精神科の当事者の皆さんの就労支援を目的とした取り組みです。
このカタログで買い物をするだけで、精神障がい者の支援になります。カタログが届くタイミングに合わせて買い物の計画をしたり、同僚に薦めたり。
フル活用するためのポイントを紹介します。

「日精看 しごとをつくろうプロジェクト」は、精神障がい者の自立支援を
目的として、通信販売でおなじみの株式会社ナースステージの協力のも
と、2013年 11月に始まりました。地域の事業所で働く当事者の方々
が手がけた商品をナースステージが一括購入し、「しごつくカタログ」で
お買い物をした購入者に特典として届ける仕組みです。普段のショッピ
ングを通じて、自立をめざす精神障がい者を応援できる社会貢献の取
り組みとして好評をいただいています。

カタログは『日精看ニュース』と一緒に各施設にお届けしています。カタ
ログの追加をご希望の場合は、送付先、氏名、希望冊数をご記入の
うえ、件名を「カタログ希望」として、 nursingstar@m-s-com.com
までメールをお送りください。数に限りがありますので、先着順とさせて
いただきます。

商品を発注

カタログの
商品を購入

購入者に
ギフトを
プレゼント

商品を納入

ナースシューズや雑貨のお買い物は
カタログ発行月にまとめて計画を！

職場の同僚やおともだちも誘って
「しごつく」の輪を広げよう！

何が届くかはお楽しみ！
注文 1回につき 1個もらえる
「お楽しみギフト」

しごつくのカタログは季節ごとに発行します。次号は 6月
22日発行の『日精看ニュース』と一緒にお届け予定。お
買い物のタイミングを合わせていただくことで、効率よく参
加できます。

職場でカタログを回覧するときに、「どうせ買うなら、精
神障がい者の自立支援につながるカタログから注文しな
い？」のひと言を。「しごつく」の輪を身近な人から広げ
ていきましょう。

全国の事業所で制作されたマグネットやティッシュケース
など、しごつく特典の「お楽しみギフト」は、注文 1回に
つき 1個お届けします。季節ごとにこまめにお買い物をし
てコレクションをお楽しみください。

社会医療法人函館博栄会
函館渡辺病院の芥川三月
さん（写真中央）。一緒にしご
つくを応援している同僚の
精神科認定看護師の成田
さん（左）、武藤さん（右）と。

病院ハートランドしぎさん・
子どもと大人の発達セン
ターの主任・吉田愛さん
（写真後列左から2番目）

4

3

1

2

「日精看しごとをつくろうプロジェクト」をご活用ください
いつものお買い物で地域ではたらく精神障がい者を応援

各事業所

日精看の会員

ナース
ステージ

障がい者の
社会参加の促進

いつもの
お買い物で
社会貢献

しごとをつくろうプロジェクト

しごつく活用のコツ

01

02

03
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日精看本部より

2021年度 第 4回理事会議要旨 議決行使書　ご持参・ご提出のお願い

第 1回にっせいかんオンライン　看護管理者交流会のご案内

【開催日時】2022/3/12（土） 13:00～ 17: 00

●  2023年度以降の特定行為研修について、運営
開始は精神科認定看護師制度の改正後とし、他
の指定研修機関と連携して特定行為研修修了者
を養成することとなった。

● 精神科認定看護師制度の改正は、延期することと
した。
● こころの健康出前講座にかかわる経費の取り扱い
について検討した。
● その他、承認された事項
　・役員選挙の理事会推薦 3名
　・功労者・優良会員の推薦、功労者表彰 4名、　　
　　優良会員表彰 12名
　・2021年度入会
　・規定以上の旅費
　・利益相反取引
　・支部長の任命
【報告事項】
● 看護政策委員会より、政策調査事業助成金制度
の公募延期を報告した。
● 教育認定委員会より、2021年度研修会の実績、

2021年度 精神科認定看護師教育課程について
報告した。
●  4月 1日より開始のホームページリニューアルにつ
いて報告した。

組織心理学とは、組織のトラブルを突き止め、うまくいって
いる集団に共通する「リーダーシップ」や「人間関係」を
明らかにする学問。組織として成果を上げていくときに良
好な人間関係の構築が重要なファクターだと言われていま
す（『武器としての組織心理学』山浦一保著、ダイヤモン
ド社）。この著書の中では、次のことが述べられています。
ある会社に２つの工場があり、それぞれ 100 人ほどが勤務。
一つの工場ではメンタル不調者が複数人発生、もう一つの

第 47回定時総会を、以下のとおり行います。

【日時】2022/6/17（金）17:30～ 20:00
【会場】一般社団法人日本精神科看護協会　東京研修会場
　　　　（東京都港区港南 2-12-33　品川キャナルビル 7階）

議決権行使書の発送は、5/14（土）の理事会を経て発送となりますので、5月下旬ごろにお手元に届
く予定です。総会を欠席される方は、6/10（金）までに議決権行使書をご記入のうえ、協会事務局に
ご送付ください。総会への出席は議決権行使書により確定します。出席される方は、議決権行使書に
何も記載せずに、会場にご持参ください。

4～ 5月にかけて、日精看はオンラインで「看護管理者交流会」を開催します。精神科看護
のネットワークを広げ、看護組織を強化するために必要な情報が継続的に得られる「セミナー
&交流会」です。全国の看護管理者のみなさん、ぜひご参加ください。

【東日本地区】4/30（土）10：00～ 12：00【西日本地区】5/7 （土）10：00～ 12：00
【定員】100名【参加費】無料
【対象者】看護管理者（もしくは次期管理者）
【申込方法】日精看オンラインよりお申し込みください。
【プログラム】
〈第 1部〉セミナー：
看護部の組織強化、人的資源開発と戦略、倫理意識向上に向けた看護部の取り組み
〈第 2部〉交流会（情報交換会）
〈第 3部〉職能団体としての支援

中薗明子（なかぞの・めいこ）　
公益財団法人慈愛会谷山病院看護部長
兼精神科統括看護部長（鹿児島県）
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組織を安定させる機能

「日精看オンライン」は
パソコンでもスマホでも

F R O M  N I S S E I K A N

工場は一人もいない。その違いは、工場長が毎朝、社員
一人ひとりに声をかけていること。「職場の健康を守る朝の
一言の機能（あいさつ）」が、組織を安定させる重要な
機能だ――と。私も管理者として肝に銘じています。
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